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通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2018年 11月２日に開示した 2019年３月期の業績予想及び配

当予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2019年３月期連結業績予想数値の修正（2018年４月１日～2019年３月 31日） 

（１）修正の内容 

 営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

す る 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,100,000 

百万円 

67,500 

百万円 

71,500 

百万円 

40,500 

円 銭 

127.52 

今回修正予想（Ｂ） 1,110,000 70,000 74,000 42,500 133.82 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 10,000 2,500 2,500 2,000  

増 減 率（ ％ ） 0.9 3.7 3.5 4.9  

（ご参考）前期実績 

（2018 年３月期） 
1,045,032 62,709 64,870 36,021 115.48（注２） 

 

（注） １． 2018年３月期は決算日変更による変則決算を行っているため、2017年３月 21日から 2018年３月 31日と

なっております。また、2018 年３月期には、海外連結子会社の決算日を統一したことにより、2017 年１

月１日から 2018年３月 31日の海外連結子会社の業績が反映されております。 

 ２. 当社は、2017 年８月 18 日開催の取締役会において、2017 年９月 21 日付で普通株式１株につき３株の

株式分割を行うことを決議いたしました。また、当社普通株式の東京証券取引所市場第一部への上場に

伴うオーバーアロットメントによる売出しに関連し、2018 年１月 11 日を払込期日として、自己株式

7,192,500 株を第三者割当により処分しております。前期実績の１株当たり当期純利益については当該

株式分割及び自己株式の処分を考慮した期中平均株式数により算出しております。 

 

 



（２）修正の理由 

 

当第３四半期累計期間における業績は、高付加価値サービスの提供及び適正運賃収受の取組みにより

堅調に推移しております。一方、働き方改革及び輸送インフラ強化の対応を積極的に推進しており、第

４四半期も注力してまいります。また、e コマース市場の拡大による宅配便ニーズの高まりにより取扱個

数は若干増加傾向にあり、第４四半期においても同様の傾向が続くことが見込まれます。 

このような当第３四半期累計期間の業績及び今後の見通しに基づいて業績予想を見直した結果、通期

の連結業績予想においては、営業収益は従来予想に比べ 100億円増加の１兆 1,100億円、営業利益は従

来予想に比べ 25億円増加の 700億円といたしました。 

なお、通期の取扱個数は従来想定の 12.8億個を見直し、12.9億個を見込んでおります。平均単価は従

来想定の 614円から変更ありません。 

 

２．配当予想の修正 

（１）修正の内容 

 
１株当たり配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前 回 発 表 予 想 
 

20円 00銭 38円 00銭 

今 回 修 正 予 想 
 

22円 00銭 40円 00銭 

当 期 実 績 18円 00銭 
  

（ご参考）前期実績 

（2018年３月期） 
― 33円 00銭 33円 00銭 

 

（２）修正の理由 

 

当社は、利益配分については将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、

配当を継続していくことを基本方針としており、連結配当性向については 30％を目標とする方針として

おります。 

上記の配当方針を踏まえ、2019年３月期の期末配当予想につきまして、前回予想から２円増額し、22

円に修正いたしました。この結果、2019年３月期の年間配当予想は、１株当たり 40円（２円増額）を予

定しております。 

 
 
 

※ 本資料に記載されている業績予想及び配当予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて算

定したものであり、実際の業績及び配当はこれらの数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


